
(57)【要約】

【課題】光センサを動作させる方法及び装置の提供

【解決手段】複数の光センサを動作させる方法であって

、各光センサを順番にレシーバの共通入力に接続するこ

とからなる方法。光センサのうちの１つが共通入力接続

されている場合、光センサのうちの少なくとももう１つ

をグラウンドに短絡させる。前記方法の実施に使用され

る装置であって、複数の光センサと、共通入力を有する

レシーバとを含む装置。第１の複数のスイッチは、光ス

イッチのうちの１つをレシーバの共通入力に接続する。

第２の複数のスイッチはそれぞれ、光センサのうちの１

つをグラウンドに短絡させる。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 光 セ ン サ (202,204,206)を 動 作 さ せ る 方 法 (100)で あ っ て 、
　 　 前 記 光 セ ン サ (202,204,206)の そ れ ぞ れ を 順 番 に レ シ ー バ (208)の 共 通 入 力 (210)に 接
続 す る (102)し 、
　 　 前 記 光 セ ン サ (202,204,206)の う ち の 或 る １ つ を 前 記 共 通 入 力 (210)に 電 気 的 に 接 続 す
る と き に 、 前 記 光 セ ン サ (202,204,206)の う ち の 少 な く と も １ つ を グ ラ ウ ン ド に 短 絡 さ せ
る こ と か ら な る 方 法 (100)。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 光 セ ン サ (202,204,206)の う ち の 或 る １ つ を 前 記 共 通 入 力 (210)に 電 気 的 に 接 続 す る
と き に 、 少 な く と も そ の 光 セ ン サ の 直 ぐ 隣 り の 光 セ ン サ を グ ラ ウ ン ド に 短 絡 さ せ る こ と を
含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 (100)。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 光 セ ン サ (202,204,206)の う ち の 或 る １ つ を 前 記 共 通 入 力 (210)に 電 気 的 に 接 続 す る
と き に 、 他 の 残 り の 光 セ ン サ を 全 て グ ラ ウ ン ド に 短 絡 さ せ る こ と を 含 む 、 １ に 記 載 の 方 法
(100)。
【 請 求 項 ４ 】
　 複 数 の 光 セ ン サ (202,204,206)と 、
　 共 通 入 力 (210)を 有 す る レ シ ー バ (208)と 、
　 各 ス イ ッ チ が 、 前 記 光 セ ン サ (202,204,206)の う ち の １ つ を 前 記 レ シ ー バ (208)の 共 通 入
力 (210)に 電 気 的 に 接 続 す る よ う に 構 成 さ れ た 、 第 １ の 複 数 の ス イ ッ チ (222,224,226)と 、
　 各 ス イ ッ チ が 、 前 記 光 セ ン サ (202,204,206)の う ち の １ つ を グ ラ ウ ン ド に 短 絡 さ せ る よ
う に 構 成 さ れ た 、 第 ２ の 複 数 の ス イ ッ チ (228,230,232)と
　 か ら な る 装 置 (200)。
【 請 求 項 ５ 】
　 （ １ ） 前 記 第 １ の 複 数 の ス イ ッ チ (222,224,226)の そ れ ぞ れ を 順 番 に 閉 じ る と 同 時 に 前
記 第 １ の 複 数 の ス イ ッ チ の 残 り の ス イ ッ チ (222,224,226)を 開 き 、 （ ２ ） 或 る 光 セ ン サ に
接 続 さ れ た 前 記 第 １ の 複 数 の ス イ ッ チ (222,224,226)の う ち の １ つ を 閉 じ る と き に 、 （ Ａ
） そ の 光 セ ン サ に 接 続 さ れ た 前 記 第 ２ の ス イ ッ チ (228,230,232)の う ち の １ つ を 開 き 、 （
Ｂ ） 前 記 第 ２ の ス イ ッ チ (228,230,232)の う ち の 少 な く と も も う １ つ の ス イ ッ チ を 閉 じ る
よ う に プ ロ グ ラ ム さ れ た 、 走 査 制 御 シ ス テ ム (234)を 更 に 含 む 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 装 置 (20
0)。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 走 査 制 御 シ ス テ ム (234)は 、 或 る 光 セ ン サ に 接 続 さ れ た 前 記 第 ２ の 複 数 の ス イ ッ チ (
228,230,232)の う ち の １ つ を 開 く と き に 、 前 記 第 ２ の 複 数 の ス イ ッ チ (228,230,232)の う
ち の 他 の 残 り の ス イ ッ チ を 全 て 閉 じ る よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 装 置 (200)。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 走 査 制 御 シ ス テ ム (234)は 、 或 る 光 セ ン サ に 接 続 さ れ た 前 記 第 ２ の 複 数 の ス イ ッ チ (
228,230,232)の う ち の １ つ を 開 く と き に 、 前 記 第 ２ の 複 数 の ス イ ッ チ (228,230,232)の う
ち の そ の 光 セ ン サ の 直 ぐ 隣 り の 光 セ ン サ に 接 続 さ れ た も の を 少 な く と も 閉 じ る よ う に 構 成
さ れ る 、 ５ に 記 載 の 装 置 (200)。
【 請 求 項 ８ 】
　 タ ッ チ パ ッ ド (500)と 、
　 複 数 の 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｌ Ｅ Ｄ 502,504,506） と
　 を 更 に 含 み 、 前 記 複 数 の 光 セ ン サ (202,204,206)は フ ォ ト ダ イ オ ー ド で あ り 、
　 前 記 タ ッ チ パ ッ ド (500)全 体 に わ た っ て 、 各 Ｌ Ｅ Ｄ (502,504,506)が 、 対 応 す る 光 セ ン サ
(202,204,206)を 照 ら す よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 装 置 (200)。
【 請 求 項 ９ 】
　 光 検 出 領 域 (500)と 、
　 複 数 の 光 源 (502,504,506)と
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　 を 更 に 含 み 、 前 記 光 検 出 領 域 (500)全 体 に わ た っ て 、 各 光 源 (502,504,506)が 、 対 応 す る
光 セ ン サ (202,204,206)を 照 ら す よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 装 置 (200)。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 １ の 複 数 の ス イ ッ チ 及 び 前 記 第 ２ の 複 数 の ス イ ッ チ (222,224,226,228,230,232)
は 、 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ ス イ ッ チ か ら な る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 装 置 (200)。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 光 セ ン サ を 動 作 さ せ る 方 法 及 び 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 光 タ ッ チ パ ッ ド は 、 携 帯 情 報 機 器 （ Ｐ Ｄ Ａ ） 、 医 療 器 具 の パ ネ ル 、 及 び 、 種 々 の 携 帯 装
置 、 及 び ／ 又 は 、 対 話 型 装 置 に 一 般 的 に 使 用 さ れ て い る 。 一 般 に タ ッ チ パ ッ ド は 、 タ ッ チ
パ ッ ド 上 で 交 差 す る 多 数 の 光 路 を 形 成 す る 、 光 源 と 光 セ ン サ の ペ ア を 有 す る 。 タ ッ チ パ ッ
ド の 対 す る 接 触 の 検 出 は 、 遮 断 さ れ た 光 路 と 遮 断 さ れ て い な い 光 路 を 検 出 す る こ と に よ っ
て 行 わ れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 は 、 複 数 の 光 セ ン サ を 動 作 さ せ る 方 法 で あ っ て 、 （ １ ） 各 光 セ ン サ
を レ シ ー バ の 共 通 入 力 に 接 続 す る ス テ ッ プ と 、 （ ２ ） 前 記 光 セ ン サ の う ち の 或 る １ つ が 前
記 共 通 入 力 に 電 気 的 に 接 続 さ れ た と き に 、 前 記 光 セ ン サ の う ち の 少 な く と も も う １ つ を グ
ラ ウ ン ド に 短 絡 す る ス テ ッ プ と か ら な る 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 は 、 複 数 の 光 セ ン サ と 、 共 通 入 力 を 有 す る レ シ ー バ と か ら な る 装
置 で あ る 。 第 １ の 複 数 の ス イ ッ チ は そ れ ぞ れ 、 前 記 光 セ ン サ の う ち の １ つ を 前 記 レ シ ー バ
の 共 通 入 力 に 接 続 す る 。 第 ２ の 複 数 の ス イ ッ チ は そ れ ぞ れ 、 前 記 光 ス イ ッ チ の う ち の １ つ
を グ ラ ウ ン ド に 短 絡 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 他 の 実 施 形 態 も 開 示 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 １ は 、 複 数 の 光 セ ン サ を 動 作 さ せ る 方 法 １ ０ ０ の 一 例 を 示 し て い る 。 方 法 １ ０ ０ で は
、 各 光 セ ン サ を 順 番 に レ シ ー バ の 共 通 入 力 に 接 続 す る １ ０ ２ 。 光 セ ン サ の う ち の 或 る １ つ
を 前 記 共 通 入 力 に 電 気 的 に 接 続 す る と き に 、 前 記 光 セ ン サ の う ち の 少 な く と も も う １ つ を
グ ラ ウ ン ド に 短 絡 さ せ る １ ０ ４ 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 方 法 １ ０ ０ の 一 実 施 形 態 で は 、 或 る 光 セ ン サ を 共 通 入 力 に 接 続 す る と き に 、 残 り の 他 の
光 セ ン サ を 全 て グ ラ ウ ン ド に 短 絡 さ せ る 。 他 の 実 施 形 態 で は 、 或 る 光 セ ン サ の 直 ぐ 隣 り に
あ る 光 セ ン サ を 少 な く と も グ ラ ウ ン ド に 短 絡 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 光 セ ン サ が そ れ ぞ れ 、 光 検 出 パ ス （ 例 え ば 光 タ ッ チ パ ッ ド の 光 検 出 パ ス ） に 対 応 す
る 場 合 、 方 法 １ ０ ０ は 、 レ シ ー バ の 出 力 を 制 御 シ ス テ ム に 渡 し 、 光 検 出 パ ス に 対 す る 作 用
を 評 価 す る ス テ ッ プ を 更 に 含 む 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ２ は 、 方 法 １ ０ ０ を 実 施 す る こ と が 可 能 な 装 置 ２ ０ ０ の 一 例 を 示 し て い る 。 装 置 ２ ０
０ は 、 複 数 の 光 セ ン サ ２ ０ ２ 、 ２ ０ ４ 、 ２ ０ ６ （ 例 え ば 、 （ 図 示 の よ う な ） Ｐ Ｎ ダ イ オ ー
ド 等 の フ ォ ト ダ イ オ ー ド ） 、 及 び 、 共 通 入 力 ２ １ ０ を 有 す る レ シ ー バ ２ ０ ８ を 含 む 。 例 え
ば 、 図 中 、 レ シ ー バ ２ ０ ８ は 、 基 準 電 圧 （ Ｖ ｒ ｅ ｆ ） を 印 加 す る た め の も う １ つ の 入 力 ２
１ ２ と 、 フ ィ ー ド バ ッ ク パ ス ２ １ ４ と を 有 す る 。 他 の 例 に お い て 、 フ ィ ー ド バ ッ ク パ ス ２
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１ ４ は 、 レ シ ー バ の 出 力 ２ １ ６ と 共 通 入 力 ２ １ ０ の 間 に 接 続 さ れ 、 コ ン デ ン サ ２ ２ ０ に 対
し て 並 列 に 接 続 さ れ た 抵 抗 器 ２ １ ８ を 有 す る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 １ の 複 数 の ス イ ッ チ ２ ２ ２ 、 ２ ２ ４ 、 ２ ２ ６ は そ れ ぞ れ 、 光 セ ン サ ２ ０ ２ 、 ２ ０ ４ 、
２ ０ ６ の う ち の １ つ を レ シ ー バ ２ ０ ８ の 共 通 入 力 ２ １ ０ に 電 気 的 に 接 続 す る 。 第 ２ の 複 数
の ス イ ッ チ ２ ２ ８ 、 ２ ３ ０ 、 ２ ３ ２ の そ れ ぞ れ は 、 光 セ ン サ ２ ０ ２ 、 ２ ０ ４ 、 ２ ０ ６ の う
ち の １ つ を グ ラ ウ ン ド に 短 絡 さ せ る 。 ス イ ッ チ ２ ２ ２ ～ ２ ３ ２ は 、 様 々 な 形 で 実 施 す る こ
と が 可 能 で あ る が 、 一 実 施 形 態 で は 、 金 属 酸 化 膜 半 導 体 Ｆ Ｅ Ｔ （ Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ ） ス イ ッ チ
の よ う な 、 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｆ Ｅ Ｔ ） ス イ ッ チ の 形 で 実 施 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 一 実 施 形 態 に お い て 、 前 記 複 数 の 第 １ の ス イ ッ チ 及 び 前 記 複 数 の 第 ２ の ス イ ッ チ は 、 走
査 制 御 シ ス テ ム ２ ３ ４ に よ っ て 作 動 （ 例 え ば 、 開 閉 ） さ れ る 。 例 え ば 、 走 査 制 御 シ ス テ ム
２ ３ ４ は 、 第 １ の 複 数 の ス イ ッ チ ２ ２ ２ ～ ２ ２ ６ （ す な わ ち 、 「 直 列 ス イ ッ チ 」 ） の そ れ
ぞ れ を 順 番 に 閉 じ る と 同 時 に 、 残 り の ス イ ッ チ を 開 く よ う に プ ロ グ ラ ム さ れ 、 そ れ に よ っ
て 、 光 セ ン サ を 一 度 に １ つ だ け 共 通 入 力 ２ １ ０ に 接 続 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に す る
と 、 各 光 セ ン サ ２ ０ ２ ～ ２ ０ ６ の 状 態 を レ シ ー バ ２ ０ ８ に よ っ て 順 番 に 読 み 出 し 、 論 理 回
路 ２ ３ ６ に 出 力 す る こ と が で き る 。 一 実 施 形 態 に お い て 、 論 理 回 路 ２ ３ ６ は 、 レ シ ー バ ２
０ ８ か ら 出 力 さ れ た セ ン サ 状 態 を 記 憶 す る た め の ラ ッ チ 又 は レ ジ ス タ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 理 論 上 は 、 光 セ ン サ ２ ０ ２ ～ ２ ０ ６ を 共 通 入 力 ２ １ ０ に 順 番 に 接 続 す れ ば 、 レ シ ー バ ２
０ ８ は 、 一 度 に １ つ の 光 セ ン サ の 状 態 し か 読 み 出 さ な い は ず で あ る 。 し か し な が ら 、 （ １
） 光 セ ン サ ２ ０ ２ ～ ２ ０ ６ 相 互 間 の 距 離 や 、 （ ２ ） 光 セ ン サ ２ ０ ２ ～ ２ ０ ６ の う ち の 幾 つ
か に 同 時 に 光 が 当 た る か 否 か に 応 じ て 、 光 セ ン サ ２ ０ ２ ～ ２ ０ ６ 間 、 及 び 、 そ れ に 関 連 す
る 信 号 パ ス 間 に は 、 漏 話 が 発 生 す る 可 能 性 が あ る 。 つ ま り 、 光 セ ン サ を レ シ ー バ ２ ０ ８ に
接 続 し な く て も 、 光 セ ン サ に 光 を 当 て る と 、 そ の 光 セ ン サ に よ っ て 、 １ 以 上 の 他 の 光 セ ン
サ に 電 流 が 誘 導 さ れ る こ と が あ る 。 従 っ て 、 例 え ば ス イ ッ チ ２ ２ ２ が 閉 じ て い て 、 光 セ ン
サ ２ ０ ２ が レ シ ー バ ２ ０ ８ に 接 続 さ れ 、 他 に は 閉 じ て い る ス イ ッ チ ２ ２ ４ ～ ２ ３ ２ が 何 も
な い 場 合 で も 、 光 が 逸 れ て 光 セ ン サ ２ ０ ４ に 当 た っ た り 、 光 セ ン サ ２ ０ ４ に 意 図 的 に 光 を
当 て た り す る と 、 そ の 変 化 は 、 実 際 に は 光 が 当 た っ て い な く て も 、 光 セ ン サ ２ ０ ２ に 光 が
当 た っ て い る も の と し て 解 釈 さ れ る こ と が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 光 セ ン サ ２ ０ ２ ～ ２ ０ ６ 間 に 生 じ る 漏 話 の 可 能 性 を 低 減 す る た め に 、 走 査 制 御 シ ス テ ム
２ ３ ４ は 、 （ Ａ ） レ シ ー バ ２ ０ ８ に 接 続 さ れ た 或 る 光 セ ン サ に 接 続 さ れ て い る 短 絡 ス イ ッ
チ を 開 き 、 （ Ｂ ） 少 な く と も も う １ つ の 短 絡 ス イ ッ チ を 閉 じ る こ と に よ っ て 、 第 ２ の 複 数
の ス イ ッ チ ２ ２ ８ ～ ２ ３ ２ （ す な わ ち 、 「 短 絡 ス イ ッ チ 」 ） を 作 動 さ せ る よ う に プ ロ グ ラ
ム さ れ る 。 例 え ば 、 図 ３ に 示 す 装 置 ２ ０ ０ の 状 態 を 見 て 欲 し い 。 こ の 装 置 で は 、 直 列 ス イ
ッ チ ２ ２ ２ を 閉 じ る と 同 時 に ス イ ッ チ ２ ２ ４ 及 び ２ ２ ６ を 開 き 、 短 絡 ス イ ッ チ ２ ２ ８ を 開
く と 同 時 に ス イ ッ チ ２ ３ ０ 及 び ２ ３ ２ を 閉 じ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 一 実 施 形 態 に お い て 、 走 査 制 御 シ ス テ ム ２ ３ ４ は 、 「 ア ク テ ィ ブ 」 な 光 セ ン サ （ す な わ
ち 、 レ シ ー バ ２ ０ ８ に よ っ て 読 み 出 し 中 の 光 セ ン サ ） に 接 続 さ れ た 短 絡 ス イ ッ チ を 除 き 、
他 の 全 て の 短 絡 ス イ ッ チ を 閉 じ る 。 他 の 実 施 形 態 で は 、 短 絡 ス イ ッ チ の う ち 、 「 ア ク テ ィ
ブ 」 な 光 セ ン サ の 直 ぐ 隣 り の 光 セ ン サ に 接 続 さ れ た 短 絡 ス イ ッ チ だ け を 閉 じ る （ な ぜ な ら
、 直 ぐ 隣 り に な い 光 セ ン サ が 光 セ ン サ 間 の 漏 話 の 原 因 と な る 可 能 性 は 低 い か ら で あ る ） 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ３ に 示 す 装 置 ２ ０ ０ の 状 態 の 後 、 制 御 シ ス テ ム ２ ３ ４ は 、 ス イ ッ チ ２ ２ ２ ～ ２ ３ ２ を
図 ４ に 示 す 状 態 に 再 構 成 す る で あ ろ う 。 以 下 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 装 置 ２ ０ ０ 一 つ の 応 用 形 態 は 、 光 入 力 の 検 出 で あ る 。 こ の よ う な 実
施 形 態 で は 、 装 置 ２ ０ ０ の 光 セ ン サ ２ ０ ２ ～ ２ ０ ６ は 、 光 検 出 領 域 ５ ０ ０ （ 例 え ば 、 タ ッ
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チ パ ッ ド ） の 片 側 に 配 置 さ れ 、 複 数 の 光 源 ５ ０ ２ 、 ５ ０ ４ 、 ５ ０ ６ （ 例 え ば 、 発 光 ダ イ オ
ー ド （ Ｌ Ｅ Ｄ ） ） が 、 光 検 出 領 域 ５ ０ ０ の 、 光 セ ン サ ２ ０ ２ ～ ２ ０ ６ と は 反 対 側 の 面 に 配
置 さ れ る 。 こ の よ う に す る と 、 光 検 出 領 域 ５ ０ ０ 全 体 に わ た っ て 、 各 光 源 ５ ０ ２ ～ ５ ０ ６
に よ り 、 対 応 す る 光 セ ン サ ２ ０ ２ ～ ２ ０ ６ を 照 ら す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 一 実 施 形 態 に お い て 、 光 源 ５ ０ ２ ～ ５ ０ ６ は 、 実 質 的 に 平 行 な 光 ビ ー ム を 発 す る 。 他 の
実 施 形 態 で は 、 光 源 ５ ０ ２ ～ ５ ０ ６ は 、 走 査 制 御 シ ス テ ム ２ ３ ４ に よ っ て 順 番 に 駆 動 さ れ
、 各 光 源 ５ ０ ２ ～ ５ ０ ６ は 、 そ の 光 源 に 対 応 す る 光 セ ン サ ２ ０ ２ ～ ２ ０ ６ が レ シ ー バ ２ ０
８ に 接 続 さ れ る の と 同 時 に 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 光 検 出 領 域 ５ ０ ０ の 残 り の 縁 部 に 光 セ ン サ ５ ０ ８ ～ ５ １ ２ 及 び 光 源 ５ １ ４ ～ ５ １ ８ を 更
に 配 置 し 、 そ れ ら の 光 セ ン サ ５ ０ ８ ～ ５ １ ２ を レ シ ー バ ２ ０ ８ 又 は 他 の レ シ ー バ ５ ２ ０ 接
続 し て も よ い （ 図 示 の よ う に ） 。 レ シ ー バ ２ ０ ８ 及 び ５ ２ ０ の 出 力 は い ず れ も 、 論 理 回 路
２ ３ ６ に 接 続 さ れ 、 論 理 回 路 ２ ３ ６ は 光 検 出 領 域 ５ ０ ０ に 対 す る 作 用 を 評 価 す る こ と が で
き る （ 例 え ば 、 ス タ イ ラ ス や 指 が 接 触 し た 座 標 を 検 出 す る こ と に よ り ） 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 種 々 の 例 示 的 実 施 形 態 を 以 下 に 列 挙 す る 。
１ ． 複 数 の 光 セ ン サ を 作 動 さ せ る 方 法 で あ っ て 、
　 　 前 記 光 セ ン サ の そ れ ぞ れ を 順 番 に レ シ ー バ の 共 通 入 力 に 接 続 し 、
　 　 前 記 光 セ ン サ の う ち の 或 る １ つ を 前 記 共 通 入 力 に 電 気 的 に 接 続 す る と き に 、 前 記 光 セ
ン サ の う ち の 少 な く と も も う １ つ を グ ラ ウ ン ド に 短 絡 さ せ る こ と か ら な る 方 法 。
２ ． 前 記 光 セ ン サ の う ち の 或 る １ つ を 前 記 共 通 入 力 に 電 気 的 に 接 続 す る と き に 、 少 な く と
も そ の 光 セ ン サ の 直 ぐ 隣 り の 光 セ ン サ を グ ラ ウ ン ド に 短 絡 さ せ る こ と を 含 む 、 １ に 記 載 の
方 法 。
３ ． 前 記 光 セ ン サ の う ち の 或 る １ つ を 前 記 共 通 入 力 に 接 続 す る と き に 、 他 の 残 り の 光 セ ン
サ を 全 て グ ラ ウ ン ド に 短 絡 さ せ る こ と を 含 む 、 １ に 記 載 の 方 法 。
４ ． 前 記 光 セ ン サ の そ れ ぞ れ が 光 検 出 パ ス に 対 応 し 、 前 記 方 法 は 、 前 記 レ シ ー バ の 出 力 を
制 御 シ ス テ ム に 渡 し 、 前 記 光 検 出 パ ス に 対 す る 作 用 を 評 価 す る こ と を 含 む 、 １ に 記 載 の 方
法 。
５ ． 複 数 の 光 セ ン サ と 、
　 共 通 入 力 を 有 す る レ シ ー バ と 、
　 各 ス イ ッ チ が 、 前 記 光 セ ン サ の う ち の １ つ を 前 記 レ シ ー バ の 共 通 入 力 に 電 気 的 に 接 続 す
る よ う に 構 成 さ れ た 、 第 １ の 複 数 の ス イ ッ チ と 、
　 各 ス イ ッ チ が 、 前 記 光 セ ン サ の う ち の １ つ を グ ラ ウ ン ド に 短 絡 さ せ る よ う に 構 成 さ れ た
、 第 ２ の 複 数 の ス イ ッ チ と
　 か ら な る 装 置 。
６ ． （ １ ） 前 記 第 １ の 複 数 の ス イ ッ チ の そ れ ぞ れ を 順 番 に 閉 じ る と 同 時 に 前 記 第 １ の 複 数
の ス イ ッ チ の 残 り の ス イ ッ チ を 開 き 、 （ ２ ） 或 る 光 セ ン サ に 接 続 さ れ た 前 記 第 １ の 複 数 の
ス イ ッ チ の う ち の １ つ を 閉 じ る と き に 、 （ Ａ ） そ の 光 セ ン サ に 接 続 さ れ た 前 記 第 ２ の ス イ
ッ チ の う ち の １ つ を 開 く と と も に 、 （ Ｂ ） 前 記 第 ２ の ス イ ッ チ の う ち の 少 な く と も も う １
つ の ス イ ッ チ を 閉 じ る よ う に プ ロ グ ラ ム さ れ た 、 走 査 制 御 シ ス テ ム を 更 に 含 む 、 ５ に 記 載
の 装 置 。
７ ． 前 記 走 査 制 御 シ ス テ ム は 、 或 る 光 セ ン サ に 接 続 さ れ た 前 記 第 ２ の 複 数 の ス イ ッ チ の う
ち の １ つ を 開 く と き に 、 前 記 第 ２ の 複 数 の ス イ ッ チ の う ち の 残 り の ス イ ッ チ を 全 て 閉 じ る
よ う に 構 成 さ れ る 、 ６ に 記 載 の 装 置 。
８ ． 前 記 走 査 制 御 シ ス テ ム は 、 或 る 光 セ ン サ に 接 続 さ れ た 前 記 第 ２ の 複 数 の ス イ ッ チ の う
ち の １ つ を 開 く と き に 、 前 記 第 ２ の 複 数 の ス イ ッ チ の う ち の そ の 光 セ ン サ の 直 ぐ 隣 り の 光
セ ン サ に 接 続 さ れ た も の を 少 な く と も 閉 じ る よ う に 構 成 さ れ る 、 ６ に 記 載 の 装 置 。
９ ． タ ッ チ パ ッ ド と 、
　 複 数 の 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｌ Ｅ Ｄ ） と
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　 を 更 に 含 み 、 前 記 複 数 の 光 セ ン サ は フ ォ ト ダ イ オ ー ド で あ り 、
　 前 記 タ ッ チ パ ッ ド 全 体 に わ た っ て 、 各 Ｌ Ｅ Ｄ が 、 対 応 す る 光 セ ン サ を 照 ら す よ う に 構 成
さ れ る 、 ６ に 記 載 の 装 置 。
１ ０ ． 光 検 出 領 域 と 、
　 複 数 の 光 源 と
　 を 更 に 含 み 、 前 記 光 検 出 領 域 全 体 に わ た っ て 、 各 光 源 が 、 対 応 す る 光 セ ン サ を 照 ら す よ
う に 構 成 さ れ る 、 ５ に 記 載 の 装 置 。
１ １ ． 前 記 光 検 出 領 域 は タ ッ チ パ ッ ド か ら な る 、 １ ０ に 記 載 の 装 置 。
１ ２ ． 前 記 レ シ ー バ に 接 続 さ れ 、 前 記 光 検 出 領 域 に 対 す る 作 用 を 評 価 す る よ う に 構 成 さ れ
た 論 理 回 路 を 更 に 含 む 、 １ ０ に 記 載 の 装 置 。
１ ３ ． 前 記 第 １ の 複 数 の ス イ ッ チ 及 び 前 記 第 ２ の 複 数 の ス イ ッ チ は 、 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス
タ ス イ ッ チ か ら な る 、 ５ に 記 載 の 装 置 。
１ ４ ． 前 記 第 １ の 複 数 の ス イ ッ チ 及 び 前 記 第 ２ の 複 数 の ス イ ッ チ は 、 金 属 酸 化 膜 半 導 体 電
界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ ） ス イ ッ チ か ら な る 、 ５ に 記 載 の 装 置 。
１ ５ ． 前 記 複 数 の 光 セ ン サ は フ ォ ト ダ イ オ ー ド で あ る 、 ５ に 記 載 の 装 置 。
１ ６ ． 前 記 複 数 の 光 源 は 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｌ Ｅ Ｄ ） で あ る 、 ５ に 記 載 の 装 置 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 光 セ ン サ を 動 作 さ せ る た め の 方 法 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 光 セ ン サ を 動 作 さ せ る 装 置 の 一 連 の 状 態 の う ち の １ つ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 光 セ ン サ を 動 作 さ せ る 装 置 の 一 連 の 状 態 の う ち の １ つ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 光 セ ン サ を 動 作 さ せ る 装 置 の 一 連 の 状 態 の う ち の １ つ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ に 示 し た 装 置 を 利 用 し た 光 タ ッ チ パ ッ ド を 示 す 図 で あ る 。

10

20

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(6) JP 2006-337366 A 2006.12.14



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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